
令
和
７
年
１
０
月
４
日
、
自
民
党

総
裁
選
に
お
い
て
、
高
市
早
苗
氏
が

新
総
裁
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
で

初
め
て
、
女
性
が
政
権
与
党
の
総
裁

に
就
任
す
る
歴
史
的
な
瞬
間
で
し
た
。

高
市
氏
は
総
務
大
臣
や
経
済
安
全
保

障
担
当
大
臣
を
歴
任
し
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
安
全
保
障
政
策
で

存
在
感
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
強
い
発
信
力
と
行
動
力
は
「
保
守

の
旗
手
」
と
も
呼
ば
れ
、
幅
広
い
支

持
を
得
て
い
ま
す
。

出
馬
会
見
で
は
「
日
本
を
守
り
抜

き
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
責
任
を

果
た
す
」
と
強
調
。
「
日
本
の
底
力

で
、
成
長
の
未
来
へ
！
」
と
の
公
約

を
掲
げ
、
大
胆
な
危
機
管
理
投
資
と

成
長
投
資
で
、
暮
ら
し
の
安
全
安
心

の
確
保
と
強
い
経
済
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
社
会
課
題
解
決
に
向
け
て

官
民
が
連
携
し
て
投
資
を
拡
大
す
る

責
任
あ
る
積
極
財
政
に
よ
っ
て
、
物

価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
経

済
対
策
と
税
制
改
正
、
経
済
安
全
保

障
の
強
化
、
半
導
体
や
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
へ
の
投
資
、
食
料
安
全

保
障
な
ど
、
戦
略
的
課
題
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
す
る

中
で
、
日
本
の
安
全
と
産
業
基
盤
を

守
る
た
め
の
防
衛
力
と
外
交
力
の
強

化
を
訴
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
２
０
２
１
年
の
初
当
選
直

後
、
初
め
て
出
席
し
た
政
調
全
体
会

議
と
呼
ば
れ
る
経
済
対
策
を
議
論
す

る
党
の
会
議
に
お
い
て
合
成
燃
料
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
当
時
の
政

調
会
長
は
高
市
氏
。
「
エ
ン
ジ
ン
は

日
本
の
技
術
の
塊
。
石
油
の
代
わ
り

と
な
る
合
成
燃
料
を
、
世
界
に
先
駆

け
て
日
本
で
推
し
進
め
る
べ
き
だ
」

と
訴
え
た
と
こ
ろ
、
骨
太
の
方
針
と

言
わ
れ
る
政
策
集
に
「
合
成
燃
料
を

推
進
す
る
」
と
の
一
文
が
加
わ
っ
た

こ
と
は
、
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
余
談
で
す
が
、

「
高
市
政
調
会
長
の
ス
ー
プ
ラ
に
も

合
成
燃
料
を
入
れ
て
走
れ
ま
す
。
」

と
僕
の
言
葉
に
笑
顔
で
反
応
い
た
だ

い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

「
女
性
初
」
と
い
う
ガ
ラ
ス
の
天

井
が
破
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
な
一
歩

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
の

は
、
理
念
と
公
約
を
成
果
に
落
と
し

込
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
「
馬
車
馬

の
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
捨
て
、
働
い
て
働
い
て
働
い
て

働
い
て
、
働
い
て
参
り
ま
す
。
」
と

の
言
葉
は
、
賛
否
は
あ
り
ま
す
が
、

国
内
外
で
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
確
実
に
実
行
し
て

い
く
覚
悟
か
ら
出
た
言
葉
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
の
、

党
役
員
人
事
、
そ
し
て
、
衆
参
両
議

院
で
過
半
数
を
欠
い
て
い
る
状
態
で

の
首
班
指
名
（
総
理
を
選
ぶ
選
挙
）

な
ど
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

豊
橋
・
田
原
に
住
む
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
高
市
新
総
裁
が
掲
げ
て

い
る
、
物
価
高
対
策
、
地
域
ご
と
の

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
や
農
業
の

輸
出
促
進
を
含
む
食
料
安
全
保
障
政

策
、
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

健
康
・
医
療
、
教
育
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
課
題
は
重
要
で
す
。

高
市
新
総
裁
が
掲
げ
る
「
国
を
守

る
」
「
次
世
代
へ
の
責
任
」
と
い
う

理
念
は
、
私
自
身
の
信
念
と
も
重
な

り
ま
す
。

私
も
地
域
か
ら
国
政
へ
皆
さ
ま
の

声
を
一
日
で
も
早
く
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
今
を
生
き
る
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
、
そ
し

て
、
２
２
世
紀
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
が
、
日
本
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
国
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
よ
り
も
先
に
私
た
ち
は

女
性
リ
ー
ダ
ー
を
選
び
、
新
し
い
時

代
の
扉
を
開
き
ま
し
た
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
共
に
歩
み
、
未
来
を
つ

く
る
主
体
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

高
市
早
苗
新
総
裁
誕
生

日
本
初
の
女
性
総
理
へ
道



出典：自民党 総裁選2025 ウェブサイトより加工して作成

資料解説
前衆議院議員山本左近

挑戦で拓く、新しい日本

国会議員票 党員・党友票 合計

295票 295票 590票

高市早苗 新総裁 誕生
憲政史上初の女性自民党総裁

厳しい環境に置かれた中間層・現役世代・
若者への対策を最重要視。「頑張れば報わ
れる」という確信を、次なる成長と社会の
安定につなげる好循環を作り上げ、全世代
にとってより良い社会へ。

麻生派。

小林鷹之

茂木敏充

林 芳正 高市早苗 小泉進次郎

結果を出す

1．大胆な「危機管理投資」と「成長投資」で、暮らしの安全安心の確保と強い経済を実現。
・生活の安全保障＝物価高から暮らしと職場を守る
・経済安全保障の強化と関連産業の育成 ・食料安全保障の確率 ・エネルギー資源安全
保障の強化・「現在と未来の生命」を守る令和の国土強靭化対策
・サイバーセキュリティの強化 ・健康医療安全保障の構築 ・成長投資と人材総活躍の
環境づくり

⒉ 地方には、大きな「伸び代」がある。地方の「暮らし」と「安全」を守る。

⒊ 「防衛力」と「外交力」の強化で、日本の平和を守る。

⒋ 今を生きる日本人と次世代への責任を果たす。

⒌ 信頼される自民党、強い自民党へ。

決選投票

1％程度の実質賃金上昇の定着、国民所得と
経済生産性の向上による成長と分配の好循
環。2040年代に向けた、持続可能な社会保
障、強靭な経済を構築するための工程表作
成と推進。党改革〜ゼロからの再建

日本列島を、強く豊かに。
大胆な「危機管理投資」と「成長投資」で「暮らしの安全安心」の確保と
「強い経済」の実現。地方の「暮らし」と「安全」を守る。「防衛力」と
「外交力」の強化。今を生きる日本人と次世代への責任を果たす。

立て直す。国民の声とともに

今、国民が感じている日々の生活に密着した不安。もう一
度、国民の声を聞き、国民の不安に向き合うことで、安心
と安全を実現する政党に自民党を立て直す。私は、その先
頭に立つ決意で、総裁選に挑戦する。

国
会
議
員
票

党
員
算
定
票

合
計

44
票

15
票

59
票

茂木敏充

国
会
議
員
票

党
員
算
定
票

合
計

34
票

15
票

49
票

国
会
議
員
票

党
員
算
定
票

合
計

72
票

62
票

134
票

国
会
議
員
票

党
員
算
定
票

合
計

64
票

119
票

183
票

国
会
議
員
票

党
員
算
定
票

合
計

80
票

84
票

164
票

国会議員票 都道府県票 合計

149票 36票 185票

国会議員票 都道府県票 合計

145票 11票 156票
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